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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・平成29年度　職員1泊旅行候補地アンケートについて

各自候補地を確認し、法人行事委員会フォルダ内の職員旅行アンケートに記入すること。

候補地：①仙台・松島　②秋田・田沢湖※詳細は掲示板添付書類を確認すること。
アンケート回答期日：3/18　16：00まで

・ストレスチェックの実施について

各自インターネットが使用できるPCを用い、WIZメールに届いているIDとパスワードを入力し、期間内に回答すること。
実施期間：3/15～3/24
 [研修]

①院内研修
　日時：平成29年3月20日(月)　27日（月）　17:30～
場所：メンタルケア病棟3階　会議室
テーマ：「行動制限の実施について(実技形式)」　
②看護グループ内研修中級、上級以上

日時：3月31日（金）　17:15～
場所：2階会議室
テーマ：新人指導、実習指導について
[各種提出期限]

・3/20　経過録
・3/23　17：00　プログラムテキスト
・3/31　疾患別診療計画書（Dr提出用）
＜利用者様情報＞
デイケア

・松倉　健一様～定時に来所せず、自宅に電話すると「床屋に行ってきた」と言う。本日デイケアに来るのかを尋ねると「休みます」と話している。姉様と八戸赤十字病院は受診をしたが、薬は服用出来ているかは不明である。以前よりは、反応の鈍さや儀式的行為が減っているように見受けられる。服薬の必要性は引き続き伝えていく。
・北村　奈美様～久しぶりの来所となる。表情は明るく、普段通りに過ごしている。休んでいる間の過ごし方や来られなかった詳細な理由について確認していないため、午後確認していく。

・久保　興介様～昨日の体験利用では、まだ慣れないとのことだが表情は柔らかく、自分からスタッフに話しかける場面もある。正式利用については、もう少し体験利用を重ねてから考えていきたいとの事。

・松川　順子様～昨日デイケア終了後に2回電話がある。「具合が悪くなりそう」と話しており、休養のとり方や頓服薬の服用についてアドバイスをしている。夕食後薬と就床前薬の間が「つらい」と感じることが続いていると話している。本日は午前中に昼食準備の手伝いをしているが、思ったようにうまくいかなかったようで「うまくできませんでした」と少し曇った表情で話している。出来ていることを伝え、支持的に関わっていくようにする。

・野月　利章様～昨日、ナイトケア時に体調不良と青山荘への不満を訴えていた。話を終えるとすっきりしたと話していたが、本日来所時は演技的に具合の悪いような態度をとっているが、仲の良い利用者が来ると表情良く過ごしている。
・澤口　利香様～入院治療の一環として、デイケアプログラムに参加している。現在入院中であるため、積極的な介入は必要ないと思われるが、デイケア内での様子は東病棟に情報提供していく。
デイナイトケア

・鈴木真知子様～本日は足早に歩いていることや不要な時間帯に上着を持っていることがある。ドア付近に行く事はないが、立ち歩きが多く、落ち着かない様子が見受けられる。昨日より、表情のかたさがある。言動と所在の確認に注意していく。
・倉橋　生子様～昨日はスタッフの促しがあっても夕食を食べず、やや口調の強さが見受けられた。夕方から情緒面の不安定さが続いているため、夕方から精神症状の変化に注意していく。
ナイトケア
・植村　廣隆様～15日に電話をもらう事としていたが連絡がないため、昨日自宅へ連絡している。検査結果については問題なかったとのこと。ナイトケアの利用については、月1回火曜日に利用したいとのこと。財産分与についても確認したいため、来週火曜日に来所して直接話をしたいことを提案すると、「（用事を）調整してみます」と話している。
＜検討事項＞
利用者様がチラシを見ることについて
メリット
・地域での情報を得ることが出来る
・興味や欲動を引き出すことが出来る
・複数のチラシを比較し、安いものを買いに行く等の行動範囲を広げることが出来る
・好きな物を見ることで精神的な安定が図ることが出来る
デメリット
・衝動性を引き出す可能性がある
⇒チラシは社会資源であり、それをあえてみせないことは「行動制限」にあたる。治療として主治医の指示があれば、チラシを刺激ととらえ制限することは可能であると思われるが、本人の楽しみである可能性もあるため、青陽館ではチラシを見せることに制限はしない。

＜外来情報＞

・川村　享　様～体重が67.6㎏。少し風邪気味であることを話している。

・鈴木真知子様～「家に帰りたい」「なぜ帰れないのか」と質問をしている。頓服薬は1日4回まで使用しても良い説明を受けている。服用して落ち着くようであれば、定期薬として処方していくことを検討していくと説明を受けている。

・古舘　正行様～タバコの本数は1日9本でやっているとのこと。夕方に不穏になることがあると青風荘より情報提供がある。

・津嶋イチ子様～調子は良いと穏やかに返答している。

・田名部一樹様～特に変わりなく、携帯のオンラインゲームをして過ごすことが多いと報告している。採血を実施したことを報告している。
・横町　浩　様～仕事は問題がないと話している。
・関　秀治　様～仕事は問題なく行なえていることを報告している。
